


　

本
年
４
月
か
ら
新
た
に「
佐
沼

明め
い

星せ
い

こ
ど
も
園
」「
白し

ら

鳥と
り

ゆ
め
っ
子

園
」「
登と

よ

ま米
北
上
こ
ど
も
園
」「
米
谷

こ
ど
も
園
」の
幼
保
連
携
型
認
定

こ
ど
も
園
が
開
園
し
ま
し
た
。す

で
に「
さ
く
ら
幼
稚
園
」が
幼
稚
園

型
で
昨
年
４
月
に
開
園
し
て
お

り
、市
内
で
は
５
園
と
な
り
ま
し

た
。県
内
で
は
仙
台
市
に
次
い
で

２
番
目
の
規
模
と
な
り
ま
す
。

　

認
定
こ
ど
も
園
整
備
の
背
景
に

は
、「
短
時
間
の
幼
児
教
育
」よ
り

も「
長
時
間
の
保
育
」の
ニ
ー
ズ

が
高
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
流
れ
か
ら
、市
立
幼
稚

園
は
定
員
割
れ
が
続
き
、市
立
保

育
所
で
は
定
員
を
超
え
る
入
所
希

望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、

教
育
と
保
育
両
方
の
機
能
を
持
つ

認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
を
進
め
て

き
ま
し
た
。認
定
こ
ど
も
園
は
、０

か
ら
５
歳
児
ま
で
を
対
象
と
し
た

４
時
間
と
11
時
間
ま
で
の
利
用
に

対
応
。保
護
者
の
仕
事
や
家
庭
環

境
に
応
じ
た
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
ま
す
。

　

幼
保
連
携
型
の
認
定
こ
ど
も
園

の
特
徴
は
、保
育
が
必
要
な
子
ど

も
が
０
歳
か
ら
入
園
可
能
。３
歳

か
ら
は
、午
前
中
に
幼
稚
園
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
で
幼
児
教
育
を
受

け
、午
後
は
保
育
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

認
定
こ
ど
も
園
最
大
の
メ
リ
ッ

ト
は
、３
か
ら
５
歳
ま
で
の
子
ど

も
が
、保
護
者
の
就
労
状
況
な
ど

に
関
係
な
く
入
園
で
き
、全
て
の

子
ど
も
が
教
育
を
受
け
ら
れ
る
こ

と
。核
家
族
化
や
共
働
き
世
帯
の

増
加
な
ど
に
よ
り
、生
活
ス
タ
イ

ル
や
家
庭
環
境
の
急
速
な
変
化
が

進
む
中
、子
ど
も
た
ち
は
、そ
の
変

化
に
対
応
す
る
力
を
幼
児
期
か
ら

身
に
付
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

教
育
を
受
け
な
が
ら
、年
齢
の

違
う
子
ど
も
同
士
が
交
流
し
、遊

び
と
教
育
を
通
し
て
、健
や
か
な

成
長
と
発
達
に
つ
な
が
る
こ
と
が

期
待
で
き
ま
す
。

　

認
定
こ
ど
も
園
は
、保
育
所
や

幼
稚
園
の
機
能
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。地
域
で
の
子
育
て
を
支
援

す
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
、

誰
も
が
利
用
で
き
る「
地
域
の
子

育
て
支
援
の
拠
点
」に
な
る
こ
と
。

育
児
に
悩
む
親
の
相
談
窓
口
に
な

り
、必
要
な
情
報
の
提
供
や
助
言

な
ど
の
役
割
も
併
せ
持
ち
ま
す
。

　

市
で
は
、将
来
的
に
市
内
全
て

の
子
ど
も
に
質
の
高
い
教
育
と
保

育
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
、官
民

一
体
と
な
っ
て
子
育
て
環
境
の
充

実
を
目
指
し
ま
す
。
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中田町宝江
黒沼字新西野 1-1
☎0220-34-6694

迫町佐沼字上舟丁 12
☎0220-22-2737

迫町北方
字三方島西 22-2
☎0220-22-1108

登米町寺池目子待井 393
☎0220-52-3558

東和町米谷字石橋 26-1
☎0220-42-2101

さくら幼稚園米谷こども園 登米北上こども園 白鳥ゆめっ子園 佐沼明星こども園

Interview

Interview

市内認定こども園

2

3

3

4

1さくら幼稚園入園式2佐沼明星こども園入園
式3米谷こども園入園式4登米北上こども園入
園式5佐沼明星こども開園式
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市
内
で
は
、こ
れ
ま
で
多
く
の

自
然
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

１
９
７
８
年
に
発
生
し
た
宮
城
県

沖
地
震
、２
０
０
８
年
の
岩
手
・

宮
城
内
陸
地
震
、11
年
の
東
日
本

大
震
災
な
ど
、災
害
は
常
に
私
た

ち
の
予
想
を
上
回
り
、突
然
襲
い

掛
か
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
で
は
、局
地
的
な
集
中
豪

雨
や
台
風
に
よ
る
水
害
も
発
生
。

09
年
に
は
台
風
18
号
の
影
響
で
津

山
町
横
山
地
区
の
河
川
か
ら
越

水
。15
年
９
月
の
関
東
・
東
北
豪

雨
で
は
、宮
城
県
内
に
初
め
て
大

雨
特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
、大
崎

市
で
は
、床
上
・
床
下
浸
水
が
約

７
０
０
棟
に
及
ぶ
な
ど
、大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

災
害
時
に
誰
も
が
考
え
る
こ
と

は
、家
族
、親
戚
や
知
人
の
安
否
。

携
帯
電
話
な
ど
の
情
報
通
信
は
、

命
を
守
る
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

で
す
。東
日
本
大
震
災
発
生
時
に

は
、情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ
に
も
甚

大
な
被
害
が
発
生
。東
北
・
関
東

地
方
を
中
心
に
、通
信
機
器
が
使

用
で
き
な
く
な
り
、避
難
所
や
救

援
物
資
の
情
報
が
被
災
者
に
伝
わ

ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、民
間
の
通
信

事
業
各
社
は
、早
期
復
旧
に
向
け

て
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
な
ど
、通

信
環
境
の
復
旧
活
動
を
実
施
。復

旧
後
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活

用
し
た
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
ソ
ー
シ
ャ

ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
）が
、

安
否
確
認
や
被
災
者
支
援
の
た
め

に
使
わ
れ
、新
た
な
仕
組
み
が
生

ま
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、防
災
行
政
無
線
、コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
エ
フ
エ
ム
や
メ
ー

ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
通
じ

て
、情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。防

災
行
政
無
線
は
、場
所
や
天
候
に

よ
っ
て
聞
き
取
り
づ
ら
い
な
ど
の

課
題
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、市
内

全
て
の
世
帯
に
緊
急
告
知
ラ
ジ
オ

を
配
布
し
て
い
ま
す（
本
年
６
月

中
に
完
了
予
定
）。

　

梅
雨
や
台
風
を
迎
え
る
こ
れ
か

ら
の
季
節
。地
震
だ
け
で
な
く
、水

害
や
土
砂
災
害
の
危
険
性
も
考
え

ら
れ
ま
す
。予
定
し
て
い
た
避
難

経
路
が
通
行
止
め
に
な
っ
た
り
、

最
寄
り
の
避
難
所
が
被
災
し
た
り

す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。い
ざ

と
い
う
と
き
の
た
め
に
も
、被
災

情
報
や
安
否
確
認
な
ど
の
通
信
手

段
を
、確
認
し
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
。安
全
で
安
心
な
生
活
を
、

明
日
へ
つ
な
ぐ
た
め
に
―
。
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　「春の交通安全運動市民大会」は４月６日、登米総合
体育館を会場に開かれ、市内の22団体などから約４００
人が参加しました。
　市民大会で熊谷盛

もり

廣
ひ ろ

市長は「日頃の地道な活動が、事
故の防止につながります。ご協力をお願いします」とあ
いさつ。千葉稔

みのる

登米警察署長は「皆さんと協力して交
通事故のない安全で安心なまちにしたい」と呼び掛け
ました。市登米地区交通安全指導隊の田邊治

はる

通
み ち

副隊長
は「春は、交通ルールに慣れていない新入生が通い始め
るので、地域の皆さんと一緒に交通安全に取り組みた
い」と決意を新たにしました。

市民大会終了後、パトカーと交通指導車が市内パトロールに出
発し、交通安全を呼び掛けました。

　「登米市『くらしの便利帳』の共同発行に係る協定書
調印式」は４月５日、迫庁舎で開かれ、市と出版社のサ
イネックス（浅田秀

ひで

樹
き

取締役常務執行役員・営業統括本
部長）が協定を締結しました。
　くらしの便利帳は、昨年までＮＴＴタウンページに
特集企画として掲載してきましたが、形態を一新。Ａ４
判フルカラーで、行政情報のほか登米市の自然や文化、
祭り、特産品などの地域情報、事業者広告を掲載しま
す。発行部数は３万３千部、暮らしに役立つ情報が豊富
で、使い勝手が良く実用性の高い便利帳を制作し、平成
30 年10 月頃に各家庭へ配布する予定です。

協定書に調印した熊谷市長（左）と浅田常務。印刷から発行、配布
に必要な経費は、広告料でまかなわれます。

　グループ回想法講座「とめカフェ」説明会（国立研究
開発法人国立長寿医療研究センター主催）は４月13
日、迫公民館で開かれ、市民約40 人が参加しました。
　昔のことを思い出して自由に話をする「回想法」は、
高齢期の心の健康を保ち、脳や対人交流を活性化する
可能性があることに着目。説明会では、同センター長寿
保健科学研究室の細川彩

あや

室長が、同講座の内容を紹介
しました。参加した海野容

よう

子
こ

さん＝米山町下小路＝は
「もうすぐ80 歳になります。将来もこのまま自立した
生活を送り続けるためにも、この講座はとても魅力的
ですね」と話していました。

脳の活性化、意欲向上などに効果があるといわれる回想法。参加
者らはお茶を飲みながら語り合い、講座を体験しました。
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球根は、姉妹都市の富山県入善町などから買い付け。期間中はチ
ューリップを販売し、多くの来場者が買い求めていました。

　「観音寺セリ栽培講習会」は４月22 日、迫町北方南観
音寺地区で開かれ、市内から５人が参加し、親株の植え
付け作業を学びました。
　観音寺セリは、弘法大師から授かったと伝えられて
いる井戸水の「弘法水」を利用して栽培。その由来から
「幻のセリ」ともいわれています。同講習会は、貴重な伝
統野菜である観音寺セリの栽培技術を継承することが
目的。参加した佐藤美

み

和
わ

さん＝中田町二ツ木＝は「も
ともとセリの栽培に興味があり、自分でも栽培してみ
たいと思い参加しました。作業は大変でしたが、収穫ま
で体験してみたいです」と話していました。

初夏を思わせる陽気の中、参加者らは農家ということもあり、手
際よく植え付け作業を学びました。

パネル展示だけでなく、仮面ライダー「旧１号」と「ビルド」をバ
ックに、記念写真が撮れるコーナーもあります。

　第58 回特別企画展「仮面ノ世界～仮面ライダー写真
展～」は、石ﾉ森章太郎ふるさと記念館で開かれていま
す。
　仮面ライダーは、時代の流れを反映しながら、今もな
お世代を超えて多くの人々を魅了しています。企画展
は、昭和から平成の仮面ライダーの軌跡を大判写真パ
ネルで展示。家族で来場した佐藤萌

もえ

香
か

さん＝石巻市＝
は「仮面ライダーは、父がフィギュアを集めるほど好
きな作品。父の影響か自分も気が付いたら好きになっ
ていました。昭和の隠れた名作の企画展も開いてほし
い」と笑顔を見せていました。期間は７月８日まで。

　「米山チューリップまつり」は４月26 日から５月10
日まで、道の駅米山の西隣で開かれ、大勢の見物客が満
開のチューリップを楽しみました。
　１㌶の敷地内に、約10 万株のチューリップが咲き誇
り、赤、ピンク、紫や黄色など、彩り豊かな花のカーペッ
トが広がりました。道の駅米山「ふる里センターＹ・Ｙ」
の山崎準

じゅん

一
い ち

郎
ろ う

駅長は「例年に比べて１週間ほど早かっ
たが、きれいに咲いてくれた」と話し、来場した豊原宏

ひろ

子
こ

さん＝仙台市＝は「何度か見に来ていますが、今年
は特にきれいに咲いていると感じました。また来年も
来たいです」と再訪を楽しみにしていました。
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▼
市
の
知
名
度
や
認
知
度
を
向
上

さ
せ
る
た
め
の
事
業
、イ
ベ
ン
ト

へ
の
参
加
・
協
力
な
ど

　

活
動
が
可
能
な
人
は
、ど
な
た

で
も
登
録
可
能（
年
齢
、国
籍
を
問

い
ま
せ
ん
）

▼
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
。サ
ポ
ー

タ
ー
に
登
録
し
た
人
に
は
、登
録

証
、Ｐ
Ｒ
用
グ
ッ
ズ
、パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
を
無
償
で
提
供

▼
登
録
後
に
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
が

確
認
さ
れ
た
人
に
は
、記
念
品
を

贈
呈

　

市
内
の
個
人
、法
人
や
任
意
団

体
が
、登
米
市
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
使
用
し
て

実
施
す
る
事
業
経
費
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

　

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
使
用
し
た
商

品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、包
装
紙
、販
促

品
、印
刷
物
の
製
作
な
ど
、経
費
が

５
万
円
以
上
の
事
業

　

市
内
に
住
所
が
あ
る
個
人
、本

店
、支
店
、事
務
所
な
ど
が
あ
る
法

人
・
任
意
団
体

　

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以

内（
市
外
事
業
者
に
発
注
し
た
場

合
は
、３
分
の
１
以
内
）の
額
と

し
、１
事
業
に
つ
き
10
万
円
を
上

限

６
月
１
日（
金
）か

ら
、所
定
の
申
請
書
に
て
受
付
を

開
始
し
ま
す
。各
総
合
支
所
市
民

課
に
あ
る
申
請
書
を
利
用
い
た
だ

く
か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い

企
画

部
企
画
政
策
課（
移
住
・
定
住
促

進
係
）

〒
９
８
７
―
０
５
１
１
／
登
米
市
迫

町
佐
沼
字
中
江
２
―
６
―
１

☎
０
２
２
０（
２
３
）７
３
３
１

０
２
２
０（
２
２
）９
１
６
４

　

市
で
は
、食
・
自
然
・
文
化
や
歴

史
な
ど
、市
が
持
つ
魅
力
を
市
内

外
へ
情
報
発
信
す
る「
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

市
の
イ
メ
ー
ジ
を
確
立
し
、

知
名
度
や
認
知
度
を
高
め
る
た

め
、登
米
市
を
知
ら
な
い
人
に
は

「
行
っ
て
み
た
い
ま
ち
、住
ん
で
み

た
い
ま
ち
」に
選
ば
れ
、市
民
の
皆

さ
ん
に
は
登
米
市
に
対
し
て
愛
着

や
誇
り
を
も
っ
て
も
ら
う
た
め
の

取
り
組
み
で
す
。

　
「
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」の

趣
旨
に
賛
同
し
、自
ら
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
、フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
ソ
ー

シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ

ス
）を
活
用
し
て
登
米
市
の
魅
力

を
発
信
し
た
り
、認
知
度
を
向
上

さ
せ
た
り
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に

参
加
す
る
個
人
・
団
体
を
「
登
米

市
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
サ

ポ
ー
タ
ー
」と
し
て
募
集
し
ま
す
。

▼
本
市
の
魅
力
、地
域
資
源
な
ど

の
情
報
発
信
、Ｐ
Ｒ
活
動

　

得
す
る
街
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル「
と

め
ま
ち
ゼ
ミ
」を
次
の
通
り
開
催

し
ま
す
。

　
「
と
め
ま
ち
ゼ
ミ
」は
、佐
沼
商

店
会
連
合
会
に
登
録
し
て
い
る

店
舗
の
商
店
主
が
講
師
に
な
り
、

専
門
知
識
や
技
を
皆
さ
ん
に
伝
授

し
ま
す
。脳
を
活
性
化
さ
せ
る
ハ

ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
、き
れ
い
な
爪

に
す
る
ネ
イ
ル
ケ
ア
や
お
い
し
い

コ
ー
ヒ
ー
の
入
れ
方
な
ど
、さ
ま

ざ
ま
な
分
野
を
学
べ
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

６
月
15
日（
金
）〜
７

月
15
日（
日
）

開
催
店
舗（
詳
し
く
は
、問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

❶
健
康
・
美
容
❷

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
❸
た
べ
る
❹
つ
く

る
❺
ま
な
ぶ

少
人
数
を
原
則
に
、

各
講
座
10
人
程
度
ま
で

無
料（
材
料
・
教
材
費

が
発
生
す
る
場
合
は
、実
費
負
担
）

60
〜
90
分
程
度

各
店
舗
に
電
話
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い

▼
佐
沼
商
店
会
連
合
会（
事
務
局

＝
登
米
中
央
商
工
会
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）３
６
８
１

▼
産
業
経
済
部
商
業
観
光
課（
商

業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
３
４
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私たちと一緒にこのまちのために

申込書と試験実施要綱は、平日の午前８時30 分から午後５時15 分まで総務部人事課または各総
合支所窓口で、６月１日（金）から配布します。試験実施要綱は、ホームページにも掲示します。
郵便で請求する場合は、封筒の表に「職員採用統一試験申込書請求」と朱書きし、宛先を明記した
120 円切手が貼ってある返信用封筒（Ａ４版が入る大きさ）および連絡先（電話番号）を明記した任
意の用紙を必ず同封してください。

６月１日（金）～６月15日（金）
※申込受付は平日の午前８時 30 分から午後５時 15 分までとし、郵送の場合は受付期間中の消
　印のものに限ります。

総務部人事課
（人事研修係）
〒987-0511
登米市迫町佐沼字中江
２－６－１
☎0220（22）2145
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地
域
の
防
災
を
担
う
自
主
防
災

組
織
の
防
災
力
向
上
を
目
的
に
、

総
合
防
災
訓
練
を
開
催
し
ま
す
。

　

初
動
活
動
対
応
訓
練
の
ほ
か
、

一
般
参
加
者
を
対
象
と
し
た
消
火

訓
練
や
応
急
救
護
訓
練
、指
定
避

難
所
運
営
訓
練
な
ど
を
実
施
し
ま

す
。

　

展
示
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り

ま
す
の
で
、多
く
の
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

６
月
10
日（
日
）午
前
９
時

〜
11
時
30
分

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

※
駐
車
場
は
、登
米
祝
祭
劇
場
の

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

総
務
部
防
災
課

（
防
災
危
機
対
策
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
３
０

　

現
況
届
は
、６
月
分
以
降
の
児

童
手
当
の
受
給
継
続
要
件
を
確

認
す
る
た
め
の
大
切
な
手
続
き
で

す
。対
象
者
に
は
、６
月
10
日
頃

に
個
別
に
案
内
を
送
付
し
ま
す
の

で
、６
月
末
ま
で
に
必
ず
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

❶
現
況

届
❷
印
鑑
❸
受
給
者
の
健
康
保
険

被
保
険
者
証
の
写
し（
厚
生
年
金

加
入
者
の
み
）▼
受
給
者
が
児
童

と
別
居
し
て
い
る
場
合
＝
別
居
監

護
申
立
書
▼
児
童
の
住
所
が
登
米

市
に
な
い
場
合
＝
児
童
お
よ
び
児

童
と
同
居
し
て
い
る
人
全
員
の
住

民
票
の
写
し（
記
載
省
略
の
な
い

も
の
）

各
総
合
支
所
市
民
課

福
祉
事
務
所
子
育

て
支
援
課（
児
童
福
祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
６
２

け
て
い
る
人

平
成
30
年
10
月
１

日
以
降
の
入
院
・
通
院
医
療
費
の

自
己
負
担
額

※
入
院
時
の
食
事
代
、初
診
料
、予

防
接
種
な
ど
、保
険
対
象
外
の
費

用
は
助
成
対
象
外
。

▼
登
録
申

請
書
▼
対
象
と
な
る
子
ど
も
の
健

康
保
険
被
保
険
者
証
の
写
し
▼
保

護
者
名
義
の
通
帳
の
写
し
▼
印
鑑

（
ス
タ
ン
プ
式
以
外
）

各
総
合
支
所
市
民
課

案
内
通
知
に
記
載
す

る
期
間
中
に
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い

市
民
生
活
部
国
保

年
金
課（
年
金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

　

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
に
つ
い

て
は
、所
得
制
限
を
設
け
ず
、入

院
・
通
院
と
も
中
学
生
ま
で
を
対

象
と
し
て
い
ま
し
た
が
、平
成
30

年
10
月
１
日
か
ら
対
象
を
高
校
生

世
代（
18
歳
に
な
っ
た
年
の
年
度

末
）ま
で
に
拡
大
し
ま
す
。

　

医
療
機
関
の
窓
口
に「
子
ど
も

医
療
費
助
成
受
給
資
格
者
証
」を

提
示
す
る
こ
と
で
、医
療
費
の
一

部
負
担
金
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

　

６
月
初
旬
に
、世
帯
主
へ
案
内

通
知
と
登
録
申
請
書
を
郵
送
し
ま

す
の
で
、対
象
と
な
る
人
は
忘
れ

ず
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
高
校
生
世
代
＝
平
成
12
年
４
月

２
日
〜
平
成
15
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
人
。

市

内
に
住
所
が
あ
る
高
校
生
世
代

（
学
生
以
外
も
対
象
）

※
市
内
に
住
所
が
あ
る
保
護
者
に

監
護
さ
れ
て
い
て
、進
学
な
ど
で

他
市
町
村
に
住
所
が
あ
る
高
校
生

世
代
も
助
成
対
象
に
な
り
ま
す
の

で
、該
当
す
る
人
は
申
し
出
く
だ

さ
い
。

婚
姻

し
て
い
る
人（
過
去
に
婚
姻
し
て

い
た
人
を
含
む
）、生
活
保
護
を
受
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ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
、サ
ク

ラ
や
ク
ル
ミ
、ク
ワ
な
ど
の
樹
木
に

被
害
を
与
え
る
害
虫
で
す
。　

　

食
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、樹
木

所
有
者
が
責
任
を
持
っ
て
駆
除
し
、

被
害
が
拡
大
し
な
い
よ
う
に
処
理

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

温
暖
な
気
候
が
続
い
た
場
合
は
、

早
期
の
発
生
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、早
め
の
駆
除
対
策
を
お
願
い
し

ま
す
。

年
２
回（
例
年
６
月

中
旬
〜
７
月
中
旬
、８
月
中
旬
〜
９

月
中
旬
）

　

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み

の
減
量
化
、有
効
利
用
を
推
進
す

る
た
め
、生
ご
み
処
理
機
の
購
入

に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

購
入
金
額
の
２
分
の
１

（
限
度
額
＝
３
万
円
）

生
ご
み
処
理
機
を
購

入
す
る
前
に
、各
総
合
支
所
市
民

課
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、見
積
書
と
設
置

予
定
場
所
の
写
真
を
添
え
て
、申

し
込
み
く
だ
さ
い市

民
生
活
部
環
境

課（
廃
棄
物
対
策
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
０
６
４

　

毎
年
６
月
１
か
ら
７
日
ま
で
の

期
間
、全
国
一
斉
に
水
道
週
間
が

実
施
さ
れ
ま
す
。第
60
回
水
道
週

間
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は「
水
道
水 

安

全 

お
い
し
い 

金
メ
ダ
ル
」。

　

水
道
は
、私
た
ち
の
生
活
に
欠

か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。市
で

は「
水
」「
水
道
」へ
の
理
解
と
関
心

を
深
め
、き
れ
い
な
水
と
美
し
い

自
然
環
境
を
守
る
た
め
、各
行
事

や
、作
品
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
へ
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

す
。

❶
標
語
❷
作
文
❸
図

画
❹
習
字❶

制
限
な
し
❷
❸
小
・
中

学
生
❹
小
学
生

❶
❷
❸
水
道
に
関
す
る
も

の
❹
小
学
１
年
〜
３
年
生
＝「
み

ず
」、小
学
４
年
〜
６
年
生「
水
道

週
間
」

❶
は
が
き
１
枚
に
１
点
❷

小
学
１
年
〜
３
年
生
＝
８
０
０

字
以
上
、小
学
４
年
〜
６
年
生
＝

１
２
０
０
字
以
上
、中
学
生
＝

１
６
０
０
字
以
上
❸
画
用
紙
４
ツ

切
判（
54
㌢
×
38
㌢
）❹
半
紙

６
月
８
日（
金
）必
着

水
道
事

業
所
水
道
管
理
課（
経
営
管
理
係
）

〒
９
８
７
―
０
７
０
２
／
登
米
市

登
米
町
寺
池
目
子
待
井
３
８
１
―

１☎
０
２
２
０（
５
２
）３
３
１
３

市
管
工
事
業
協
同
組
合
や

地
域
の
皆
さ
ん
と
、河
川
の
清
掃

活
動

６
月
４
日（
月
）午
後
３
時

〜
４
時
30
分（
雨
天
中
止
）

※
実
施
の
有
無
に
つ
い
て
は
、問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

登
米
大
橋
か
ら
下

り
松
取
水
塔
ま
で水

辺
プ
ラ
ザ
船
着

場
（
登
米
町
寺
池
）

※
作
業
着
な
ど
、汚
れ
て
も
よ
い

服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

水
道
事
業
所
水

道
施
設
課（
施
設
維
持
係
）

☎
０
２
２
０（
５
２
）３
３
１
２

６
月
１
日（
金
）午
前
10

時
〜
正
午
、午
後
１
時
〜
４
時
30

分

登
米
市
管
工
事
業
協
同

組
合
駐
車
場（
登
米
市
登
米
町
寺

池
目
子
待
井
74
―
３
）

登
米
市
管
工
事

業
協
同
組
合

☎
０
２
２
０（
５
２
）３
９
１
１

　

水
道
に
対
す
る
標
語
や
作
文

を
通
じ
て
、
水
資
源
の
大
切
さ

を
多
く
の
皆
さ
ん
に
感
じ
て
も

ら
う
た
め
、
作
品
を
募
集
し
ま

行
政

区
な
ど
で
地
域
共
同
駆
除
を
す
る

場
合
、無
料
で
高
枝
切
り
ば
さ
み
や

動
力
噴
霧
器
な
ど
を
貸
し
出
し
て

い
ま
す
。ま
た
、高
枝
切
り
ば
さ
み

は
、個
人
・
事
業
所
へ
も
貸
し
出
し

て
い
ま
す

※
駆
除
用
機
器
は
、各
総
合
支
所
に

備
え
付
け
て
い
ま
す
の
で
、各
総
合

支
所
市
民
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

市
民
生
活
部
環
境

課（
生
活
環
境
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
３
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平
成
29
年
度
に
実
施
さ
れ
た
ア

メ
リ
カ
コ
ー
ス
参
加
者
の
感
想
を

紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

久
須
田
桃も

も

子こ

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
沼
高
２
年

　

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
か
ら
ダ
ラ

ス
へ
移
動
し
て
い
る
時
、と
て
も

不
安
で
し
た
。ホ
ス
ト
マ
ザ
ー
、

フ
ァ
ザ
ー
、そ
し
て
22
歳
の
お
姉

さ
ん
。ど
う
い
う
人
た
ち
な
の
か
、

伝
え
た
い
こ
と
を
伝
え
ら
れ
る
か

な
ど
、い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
対
し

て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、私
の

た
と
反
省
し
て
い
ま
す
。

　

水
族
館
や
海
岸
な
ど
テ
キ
サ
ス

の
自
然
に
触
れ
る
機
会
を
積
極
的

に
つ
く
っ
て
く
れ
て
、テ
キ
サ
ス

は
素
晴
ら
し
い
場
所
で
あ
る
と
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
私
に
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。海
外
研
修
は
、自
分

の
英
語
を
実
際
に
使
っ
て
み
る
と

て
も
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し

た
。

。

　

青
少
年
海
外
派
遣
事
業
は
、次

代
を
担
う
国
際
感
覚
豊
か
な
青
少

年
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
し
て
い
る
事
業
で
す
。平
成
30

年
度
の
参
加
団
員
を
募
集
し
ま

す
。

カ
ナ
ダ（
ブ
リ
テ
ィ
ッ

シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
ヴ
ァ
ー
ノ

ン
）

８
日
間（
10
月
下
旬

予
定
）

一
人
５
万
円市

内
在
住
の

中
学
２
年
生
〜
高
校
３
年
生
10
人

以
内

❶
青
少
年
海
外
派

遣
事
業
参
加
申
請
書
❷
作
文

（
１
６
０
０
字
以
内
）

※
作
文
の
テ
ー
マ
は
、市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、ま
た
は
市
内
中
高
校
に

配
布
す
る
募
集
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

６
月
15
日（
金
）必
着

※
派
遣
団
員
は
、作
文
お
よ
び
面

接
審
査
の
結
果
で
決
定
し
ま
す
。

企
画
部
市
民
協
働
課（
地
域
振
興

係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

こ
と
を
と
て
も
気
に
掛
け
て
く

れ
、た
く
さ
ん
話
し
か
け
て
く
れ

た
り
、「
何
か
あ
っ
た
ら
な
ん
で
も

言
っ
て
ね
」と
言
っ
て
く
れ
た
り

し
ま
し
た
。

　

次
第
に
慣
れ
て
き
て
、最
終
日

に
は
、「
も
っ
と
一
緒
に
い
た
い
」、

「
離
れ
た
く
な
い
」と
い
う
思
い
が

芽
生
え
て
い
ま
し
た
。最
終
日
に

一
緒
に
過
ご
し
て
い
る
時
、何
度

も
泣
き
そ
う
に
な
り
、空
港
で
別

れ
る
時
に
は
号
泣
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。絶
対
に
ま
た
ア
メ
リ
カ
に

戻
り
、ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
会

い
に
行
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

石
川
茜あ

か
ね

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
沼
高
２
年

　

私
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体
験
し

て
、前
よ
り
も
一
回
り
も
二
回
り

も
成
長
で
き
た
よ
う
に
感
じ
ま

し
た
。最
初
は
英
語
が
通
じ
ず
無

口
に
な
り
が
ち
で
、日
本
に
帰
り

た
い
と
も
思
い
ま
し
た
が
、今
と

な
っ
て
は
良
い
思
い
出
に
な
り
ま

し
た
。慣
れ
な
い
英
語
で
も
、話
す

よ
う
に
心
掛
け
て
い
た
ら
、会
話

が
続
く
よ
う
に
な
り
、何
よ
り
楽

し
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、自
分
か
ら
話

し
か
け
る
こ
と
や
新
し
い
こ
と
に

挑
戦
す
る
大
切
さ
を
学
び
ま
し

た
。こ
れ
は
日
本
で
も
生
か
せ
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。英
語
力
を

さ
ら
に
高
め
、ま
た
い
つ
か
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
会
い
に
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

千
田
涼す

ず

香か

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
沼
高
２
年

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
と
て
も

良
い
家
族
で
、ホ
ー
ム
ス
テ
イ
が

で
き
て
良
か
っ
た
と
心
の
底
か
ら

思
い
ま
し
た
。ホ
ー
ム
ス
テ
イ
期

間
中
に
迎
え
た
私
の
誕
生
日
も
盛

大
に
祝
っ
て
も
ら
い
、最
高
の
思

い
出
に
な
り
ま
し
た
。

　

中
学
校
で
習
っ
た
基
本
的
な
英

語
が
活
躍
し
、も
っ
と
多
く
の
フ

レ
ー
ズ
を
覚
え
て
お
く
べ
き
だ
っ
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☎
０
２
２（
２
１
１
）２
６
２
３

　

市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
で
は「
子
育
て
を
助
け

て
ほ
し
い
人
」と「
子
育
て
を
手
伝

え
る
人
」が
会
員
登
録
し
て
い
ま

す
。地
域
ぐ
る
み
で
子
育
て
を
支

援
す
る
た
め
、市
内
で
子
育
て
を

手
伝
え
る
人
を
対
象
に
、協
力
会

員
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

６
月
12
日（
火
）午
前
10
時

30
分
〜
午
後
３
時
15
分

市
役
所
南
方
庁
舎（
２
階

中
会
議
室
）

電
話

６
月
６
日（
水
）

無
料

登
米

市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
事
務
局（
南
方
子
育
て
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
８

☎

❶
▶

❷
▶

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

◉診療時間　9:00～17:00
【休日急患当番医】
◉休日・夜間診療案内　☎0229（24）2267（24時間）
◉第２次診療　登米市民病院　 ☎0220（22）5511
【問い合わせ】登米市医師会　☎0220（22）2084
※月～金曜日（休日を除く）
【歯科休日当番医】
【問い合わせ】市民生活部健康推進課　☎0220（58）2116
※当番医は、変更する場合があります。各医療機関に確認の上、受診くだ
さい。

㊊  ☎

㊊  ☎

㊋ ☎

㊍  ☎

◉電話番号
　♯8000
（プッシュ回線の固定電話、
携帯電話から）

　☎ 022 (212) 9390
（プッシュ回線以外の固定電
話、PHSから）

◉相談時間
　毎日午後７時～翌朝午前８時

休日・夜間診療案内は下記の
番号です（24時間対応）
　☎ 0229 (24) 2267

６
月
６
日（
水
）　市

民

生
活
部
健
康
推
進
課（
地
域
保
健

係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

　

女
性
医
師
が
、女
性
の
健
康
増

進
に
関
す
る
こ
と
、思
春
期
や
更

年
期
の
身
体
的
・
精
神
的
不
調
、

家
庭
や
職
場
で
の
ス
ト
レ
ス
で
悩

ん
で
い
る
女
性
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。相
談
は
無
料
で
完
全
予
約
制

で
す
。

❶
６
月
２
日（
土
）

午
後
２
時
〜
４
時
＝
栗
原
市
文
化

会
館
❷
６
月
23
日（
土
）午
後
２
時

〜
４
時
＝
石
巻
市
労
働
会
館

電
話

県
保

健
福
祉
部
健
康
推
進
課（
健
康
推

進
班
）（
受
付
時
間
＝
土
日
、祝
日

を
除
く
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

  ◉診療時間　9:00～17:00
  （受付16:30まで）
  【問い合わせ】登米市民病院
  ☎0220（22）5511

　
「
食
」は
命
を
つ
な
ぎ
、毎
日
の

生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

も
の
で
す
。「
食
べ
る
こ
と
」は
心

身
の
健
康
づ
く
り
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、楽
し
み
や
喜
び
で
も
あ
り
、

心
を
豊
か
に
し
て
く
れ
ま
す
。

　

食
を
通
じ
て
、健
康
に
つ
い
て

一
緒
に
学
び
、人
と
人
と
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
健
康
づ

く
り
の
輪
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん

か
。

】６
〜
10
月（
全
５
回
）

６
月
22
日（
金
）午
前

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

】南
方
保
健
セ
ン
タ
ー

市
内
在
住
20
歳
以
上

25
人（
先
着
順
）

】健
康
づ
く
り
講
話
、

食
育
、心
の
健
康
、生
活
習
慣
病
予

防
、高
齢
者
低
栄
養
予
防
な
ど

】無
料】電

話

　

☎
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迫
　「スプリングハイクｉｎ白石」（北方公民館主催）は４月
24日、白石市「水芭蕉・どうだんの森」で開かれ、30人が
新緑の中をハイキングしました。
　心身のリフレッシュを目的に、今年で３回目の開催。当日
は小雨が降り、多少肌寒い天候でしたが、参加者は傘やポー
ルを手に、元気に湿地帯を散策しました。周辺に咲いた白い
ミズバショウの花が、南蔵王の山麗に春の訪れを告げ、参加
者の目を楽しませていました。

登米
　登米小学校（千葉道

みち

夫
お

校長、児童２０１人）の「交通安全
教室」は４月18日、春の交通安全市民総ぐるみ運動に合わ
せて実施されました。
　教室は、正しい交通ルールとマナーを身に付け、交通事故
を防止するために毎年実施。高学年は、信号機が設置された
校庭で自転車の操作や乗り方を学習。低学年は、校外の路上
で歩行訓練をし、横断歩道では左右を確認しながら元気に
手を挙げて渡っていました。

東和
　「マイタケの植え込み体験」は４月20日、東和町米川地
内で実施され、みどりの少年団に所属する米川小学校の５、
６年生13人が参加しました。
　同小学校では、総合的な学習の時間にマイタケの栽培や
販売に取り組んでいます。今年も米川生産森林組合の協力
のもと、マイタケの菌床2千個を植え込みました。夏に除草
作業などをし、実りの秋には収穫。市内や仙台市などでおい
しいマイタケを販売する予定です。

中田

TOWNS TOPICS

　「佐沼地区交通安全協会上沼支部・石森支部合同交通安全
街頭キャンペーン」（同支部主催、小野寺篤

あつ

朗
ろう

上沼支部長、皆
川洋

ひろし

石森支部長）は４月８日、上沼新大柳地内交差点で実施
され、会員約30人が参加しました。
　この交差点は、交通事故多発地点。ドライバーに交通安全
啓発ティッシュとチラシを配り、安全運転を呼び掛けまし
た。両支部長は、「今後も街頭キャンペーンを続け、１件でも
交通事故を減らしていきたい」と話していました。
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豊里
　「ＪＡみやぎ登米杯女子パークゴルフ大会」（みやぎ登米
農業協同組合主催）は４月18 日、豊里水辺の公園パーク
ゴルフ場で開かれ、市内外から女性パークゴルフ愛好者
１４４人が参加しました。
　会場付近の河川敷に満開の桜と菜の花が咲き誇る中、大
会は１グループ４人で、36ホールの合計打数を競いまし
た。ホールインワンが出ると大きな歓声が上がり、選手は手
に汗を握りながら熱戦を繰り広げました。

石越
　石越放課後子ども教室「初めましての会」は4月12日、
石越小学校（小松祐

ゆう

治
じ

校長、児童２０１人）で開かれ、参加
児童とボランティアスタッフが交流を深めました。
　初めましての会では、小松校長が見守る中、初顔合わせの
教室で児童とボランティアスタッフがそれぞれ自己紹介。
参加者らは、校庭で桜を背景に写真撮影や、遊具で遊ぶ児童
の見守り活動などをしながら、放課後の時間を仲良く過ご
していました。

津山
　麻

ぬさ

崎
ざき

神社の春の大祭「つやま打
うち

囃
ばや

子
し

保存会春祭り」（同保
存会主催）は４月22日、柳津地区で開かれ、華やかな山車
とともに子どもたちが町内を練り歩きました。
　つやま打囃子は、市街地の移転などにより一時途絶えま
したが、1979年に保存会を結成して継承。交通安全や無病
息災などを祈願しています。ねじりはち巻きに法

は っ ぴ

被姿の子
どもたちが、山車を引きながら打ち鳴らす太鼓や笛の演奏
に、沿道からたくさんの声援と拍手が送られました。

米山
　「平筒沼ふれあい公園桜まつり」は４月21、22日の両日、
平筒沼youyou 館を会場に開かれ、多くの来場者でにぎわ
いました。
　例年よりも早く咲いた桜は、見頃が過ぎていましたが、ま
つり当日は来場者の車で駐車場が満車になるほど。館内の
特設ステージでは、米山、豊里の両文化協会が舞踊やフラダ
ンスを披露。野外では、よさこいや和太鼓の演奏など、華や
かな演目が披露され、大いに盛り上がりました。

南方
　「第２回もっこり世界一の輪なげ大会」（さくらロード実
行委員会主催、佐々木弘

ひろ

喜
よし

委員長）は４月21、22日の両日、
南方大嶽山交流広場で開かれ、約３００人が参加しました。
　晴天の下、小学生以下の子どもの部と大人の部、２部門で
熱戦が繰り広げられ、１位から３位までの入賞者には、仙台
牛や南方産米など地場産の豪華景品が贈呈。中国から県内
に嫁いだ皆さんによる踊りも披露され、参加者は楽しいひ
とときを過ごしていました。
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Books
Monthly Hot Communication

Books

Health

Young

Dream

Child

Half
Century

One's
Home

利用者の声や図書館のイベントなどをお知らせします

☎
☎
☎

㊏ ㊏ ㊌
㊏ ㊌
㊏ ㊌
㊌

㊏ ㊏ ㊌

　迫図書館では、図書館ボランティア「だっこ・
ラッコ」によるおはなし会を月２回程度開催し
ています。内容は、絵本の読み聞かせや紙芝居、
手遊びなどです。お子さまとぜひ遊びに来てく
ださい。
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Monthly Hot Communication

Health

６月９日（土）午後２時～４時
イオンタウン佐沼セントラルコート
むし歯や歯周病予防についての情報提供、イベント
登米市歯科医師会

かさま第２歯科医院
 ☎0228（34）3887
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Young
Monthly Hot Communication

　184㌢でＡ型です。
　石越公民館で働いてます。２年前

に知人に紹介され、生まれ育った地元石越の
ために、少しでも自分が役立つことができれ
ばと思い就職しました。「まるごといしこし
まつり」などのイベントを担当することが多
く、参加者の楽しそうな顔を間近で見られる
ことにやりがいを感じますね。今では顔見知
りも増え、地域の皆さんによく声を掛けても
らえるようになりました。

　体を動かすことですね。休みの日
は、ほとんど筋トレか社会人チームで野球を
しています。スポーツをするのも好きですが、
見るのも好きです。野球以外には、海外サッ
カーをよくテレビで見ています。日本人選手
が海外で活躍している姿を見ると、うれしく
なり、自分も頑張らないとという気持ちにな
ります。

人生で一度も
行ったことがない東北楽天ゴールデンイー
グルスの試合観戦がしたいです。機会があれ
ば、サッカー日本代表の試合も見に行きたい
ですね。

　ありきたりですが、優しく
て思いやりのある人がいいですね。ご飯を
作ってくれる家庭的な人だとより理想です
（笑）。

　おとなしい性格だと思いま
す。人からは優しいと言われますが、よく分
からないですね（笑）。

　ご飯がとてもおい
しい地域で、冬は雪が少なく、自然も多いの
で暮らしやすいと思います。

❶ ❷ ❸ ❹ ❺ ❻ ❼
❽

電子申請：
https://www.shinsei.elg-front.jp/miyagi/uketsuke/dform.do?acs=212IdolMyHome
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Dream
Monthly Hot Communication

2017年４月６日生まれ
登米町・遠見台
真弥さんの次女

ちゃん（１歳）

おしゃべりが大好き
で、誰にでも笑顔を
振りまく愛ちゃん。
ずっとお姉ちゃんと
仲良くね。

Monthly Hot Communication

Child

2015年３月12日生まれ
南方町・北大畑
麻未さんの長男

くん（３歳）

　私の将来の夢は、小児科のお医者さんに
なることです。
　私は、小さい頃からお医者さんに憧れて
いました。なぜなら、風邪などで苦しそうに
している患者さんを笑顔にしてあげる仕事
をすれば、みんなが笑顔になるし、私もうれ
しくなるからです。
　もしも、私が本当に小児科のお医者さん
になれたら、つらそうな患者さんを元気に
してあげて、健康な毎日を過ごせるように
したいです。また、毎日を楽しく過ごせるよ
うにサポートしたいです。
　そして、病気を治してあげることで、患者
さんの家族の人にも喜んでもらいたいで
す。
　その夢を叶えるために、勉強を頑張って
患者さんに頼られるお医者さんになりたい
と思います。

患者さんに頼られる
お医者さんに

８４６㌘の超未熟児
で生まれた燦は、い
ろいろな困難を乗り
越えてきたね。これ
からも元気な燦でい
てね。
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Half Century
Monthly Hot Communication

父
親
が
亡
く
な
り
、
母

親
に
急
か
さ
れ
て
お
見
合
い
し
た

よ
。

当
時
は
親
の
言
う
と
お

り
だ
っ
た
か
ら
ね
。
お
見
合
い
を

勧
め
ら
れ
て
だ
ね
。

と
に
か
く
忙
し
か
っ
た
。

教
師
を
し
て
い
て
、
結
婚
式
の
次

の
日
も
仕
事
。
夜
も
自
宅
に
近
所

の
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
っ
て
、
勉

強
を
教
え
て
い
た
よ
。
い
つ
も
家

内
に
は
迷
惑
を
か
け
た
ね
。

亭
主
を
立
て
て
く
れ
る
か

ら
、
夫ふ

唱し
ょ
う

婦ふ

随ず
い

だ
ね
。

お
と
な
し
い
け
ど
、
い

「
故
郷
を
思
う
ひ
と
と
き
」

　

東
京
米
山
会
35
周
年
記
念
総
会

が
、３
月
25
日
に
東
京
都
江
東
区

亀
戸
で
開
催
さ
れ
、遠
く
故
郷
か

ら
米
山
総
合
支
所
長
や
市
議
会
議

員
な
ど
、来
賓
を
含
め
75
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

当
日
、空
席
が
少
な
く
な
っ
た

会
場
に
入
る
と
、聞
く
と
も
な
し

に
聞
こ
え
て
き
た
懐
か
し
い
お
国

な
ま
り
の
話
言
葉
。同
郷
の
人
々

が
集
う
こ
の
米
山
会
で
は
、い
つ

も
東
京
の
皆
さ
ん
が
家
庭
で
は
話

さ
な
い
言
葉
で
語
り
合
い
、故
郷

の
雰
囲
気
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

総
会
で
は
、登
米
市
の
近
況
や

取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
、情
報
を

共
有
。総
会
終
了
後
に
懇
親
会
が

開
か
れ
、米
山
愛あ

い

子こ

さ
ん
の
歌
謡

シ
ョ
ー
や
地
区
対
抗
歌
合
戦
、有

志
に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ
シ
ョ
ー
で
大

Monthly Hot Communication

One's Home

つ
も
私
を
尊
重
し
て
く
れ
る
の
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
だ

ね
。
知
っ
て
る
人
が
た
く
さ
ん
い

て
、
話
し
が
弾
む
の
。
ひ
孫
に
会

う
の
も
楽
し
み
だ
よ
。「
ぴ
ー
じ
い
」

「
ぴ
ー
ば
あ
」っ
て
呼
ん
で
く
れ
て

可
愛
い
よ
。我

慢
す
る
こ
と
か
な

（
笑
）。
け
ん
か
し
た
と
き
は
、
尾

を
引
か
な
い
よ
う
に
ね
。

こ
こ
ま
で
生
き
て
き
た
か

ら
ね
。
健
康
で
迷
惑
を
か
け
な
い

よ
う
に
、
二
人
で
畑
仕
事
や
お
茶

飲
み
し
な
が
ら
の
ん
び
り
し
た
い

ね
。

こ
れ
か
ら
は
二
人
で
の
ん
び
り
と

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。在
京

米
山
人
の
絆
を
強
め
、有
意
義
な

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
無
事
閉

会
。こ
の
東
京
米
山
会
は
、幾
つ
に

な
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
望
郷
の
心

を
癒
や
し
て
く
れ
る
憩
い
の
場
だ

と
思
い
ま
す
。

　

思
え
ば
、東
京
に
来
て
か
ら
半

世
紀
以
上
た
ち
ま
す
。い
ま
だ
に

故
郷
が
懐
か
し
く
、高
齢
と
な
っ

た
き
ょ
う
だ
い
の
顔
が
見
た
く
て
、

中
津
山
六
軒
屋
敷
に
あ
る
生
家
に

毎
年
帰
省
し
て
い
ま
す
。

　

帰
る
た
び
に
近
所
を
散
策
。子

ど
も
の
頃
、映
画
館
だ
っ
た
場
所

の
裏
手
に
あ
る
松
林
と
杉
林
で
、

暗
く
な
る
ま
で
チ
ャ
ン
バ
ラ
ご
っ

こ
や
か
く
れ
ん
ぼ
な
ど
を
し
て
遊

ん
だ
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。遊

ぶ
と
き
は
、小
学
生
の
低
学
年
か

ら
中
学
生
ま
で
、年
上
の
子
が
年

下
の
子
の
面
倒
を
見
な
が
ら
、男

女
関
係
な
く
い
つ
も
一
緒
に
遊
ん

で
い
ま
し
た
。

　

中
学
時
代
、一
番
印
象
に
残
っ

て
い
る
場
所
は
平
筒
沼
で
す
。当

時
は
ま
だ
未
整
備
だ
っ
た
道
を
、

自
転
車
に
乗
っ
て
紅
葉
林
ま
で

行
き
ま
し
た
。友
人
た
ち
と
木
漏

れ
日
の
中
で
目
に
し
た
、紅
葉
の

じ
ゅ
う
た
ん
の
美
し
さ
は
今
で
も

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

も
う
半
世
紀
以
上
も
前
の
フ
ァ

ミ
コ
ン
が
無
か
っ
た
時
代
。望
郷

の
思
い
出
の
ほ
ん
の
一
部
で
す
。
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今
月
は
、道
の
駅
み
な
み
か
た

「
も
っ
こ
り
の
里
」で
、菓
子
や
パ

ン
を
販
売
し
て
い
る「
菓か

音の
ん

」の
鈴

木
広ひ

ろ
し

さ
ん
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

２
０
１
３
年
４
月
か
ら
道
の
駅

み
な
み
か
た「
も
っ
こ
り
の
里
」に

出
店
し
て
い
ま
す
。地
産
地
消
に

取
り
組
み
、地
元
の
果
物
な
ど
を

使
っ
た
商
品
を
多
く
取
り
そ
ろ
え

て
い
ま
す
。

　

当
店
一
番
人
気
の「
ぶ
ど
う
パ

ン
」が
お
勧
め
で
す
。レ
ー
ズ
ン
が

多
く
入
っ
て
お
り
、手
で
つ
か
む

と
形
が
崩
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
や

わ
ら
か
さ
が
特
徴
で
す
。平
日
は

50
個
ほ
ど
作
り
ま
す
が
、夕
方
に

は
売
り
切
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
。石
巻
市
や
仙
台
市
な
ど
、市
外

か
ら
の
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
く
、大

７
月
号
は
俳
句・川
柳
で
す
。住
所・氏
名・電
話
番

号
を
記
入
し
、５
月
31
日（
木
）ま
で
ご
応
募
く
だ

さ
い
。氏
名
・
作
品
に
は
全
て
ふ
り
が
な
を
振
っ

て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
者
多
数
の
場
合
選
考
し
て
掲
載
し
ま
す
。

変
人
気
の
商
品
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
季
節
限
定
で
６

か
ら
９
月
頃
ま
で
販
売
す
る「
２

層
仕
立
て
の
飲
む
ゼ
リ
ー
」が
お

勧
め
で
す
。ゼ
リ
ー
の
心
地
良
い

食
感
と
見
た
目
の
鮮
や
か
さ
が
特

徴
で
、夏
の
人
気
商
品
で
す
。一
番

人
気
の「
バ
レ
ン
シ
ア
コ
ー
ヒ
ー

と
カ
フ
ェ
オ
レ
」の
ほ
か
、開
発
中

の
新
作
を
含
め
、４
種
類
の
味
を

予
定
し
て
い
ま
す
。面
白
い
組
み

合
わ
せ
を
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
味
覚
を
楽
し

み
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

道
の
駅
み
な
み
か

た「
も
っ
こ
り
の
里
」

☎
０
２
２
０（
５
８
）３
１
１
１
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髙
倉
勝
子
美
術
館
で
は
、「
石
に

問
い
か
け 

石
と
語
ら
う
」石
板
画

家
、生
田
目
富
紀
夫
氏
の
作
品
展

を
開
催
し
ま
す
。玄
昌
石
の
深
い

黒
に
描
か
れ
た
繊
細
で
幻
想
的
な

世
界
観
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

６
月
１
日（
金
）〜
20

日（
水
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30

分

髙
倉
勝
子
美
術
館「
桜
小

路
」

大
人
２
０
０
円
、高
校

生
１
５
０
円
、小
中
学
生
１
０
０

円

髙
倉
勝
子
美
術
館

「
桜
小
路
」

☎
０
２
２
０（
５
２
）５
５
６
６

　

迫
支
援
学
校
で
は
運
動
会
、学

校
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。皆
さ

ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、ご
来
校

く
だ
さ
い
。

◉

５
月
27
日（
日
）午
前
９
時

30
分
〜
正
午

迫
支
援
学
校
校
庭（
登
米

市
迫
町
北
方
字
大
洞
59
―
10
）（
雨

天
時
は
体
育
館
）

◉

６
月
７
日（
木
）午
前
９
時

10
分
〜
正
午

迫
支
援
学
校

迫
支
援
学
校
の
教
育
に
つ

い
て
の
説
明
、授
業
公
開
な
ど

５
月
31
日（
木
）

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た

は
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

宮
城
県
立
迫
支
援

学
校（
担
当
＝
河
原
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）９
４
８
４

０
２
２
０（
２
２
）７
６
２
８

　

地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
個
性

的
な
ま
ち
づ
く
り
や
、
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
課
題
を
効
果
的
に
解
決
す

る
た
め
の
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

平
成
31
年
度
に
実
施
す
る
事
業
が

対
象
で
す
。

❶

❹

❶
市
内
に
活
動
の
拠
点
が
あ
る
❷

構
成
員
が
５
人
以
上
❸
運
営
や
組

織
に
関
す
る
規
約
ま
た
は
会
則
を

定
め
て
い
る
❹
政
治
活
動
、
宗
教

活
動
ま
た
は
営
利
を
目
的
と
し
て

い
な
い

単
年
度
。た
だ
し
、事

業
の
性
質
上
、実
施
期
間
が
複
数

年
度
に
わ
た
る
場
合
は
、３
年
を

限
度
と
し
ま
す９

月
28
日（
金
）

▼
ま
ち
づ
く
り
型
＝
補
助
率
10
分

の
９
以
内
で
、
１
０
０
万
円
を
上

限
に
補
助
し
ま
す
。
た
だ
し
、
事

業
期
間
が
複
数
年
度
に
わ
た
る
場

合
は
、
２
年
目
10
分
の
７
以
内
、

３
年
目
10
分
の
５
以
内
で
す

▼
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
型
＝

１
０
０
万
円
を
上
限
に
補
助
し
ま

す
。実
施
期
間
が
複
数
年
度
に
わ

た
る
場
合
も
同
額
で
す

※
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
型
と
は
、

本
来
市
が
担
う
べ
き
内
容
の
事
業

（
市
が
管
理
す
る
施
設
な
ど
の
環

境
整
備
）を
、市
と
団
体
が
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
を
締
結
し
て
実

☎ ☎ ☎ ☎ ☎

☎

、
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】❶
ワ
ー
ド
／
６
月
12

日（
火
）〜
13
日（
水
）午
後
２
時
〜

４
時
30
分
❷
エ
ク
セ
ル
／
６
月
14

日（
木
）〜
15
日（
金
）午
後
２
時
〜

午
後
４
時
30
分
❸
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
／
６
月
19
日（
火
）〜
20
日（
水
）

午
後
２
時
〜
午
後
４
時
30
分

講
習
項
目
ご
と
先
着

10
人（
選
択
し
て
受
講
可
能
）

視
聴
覚
セ
ン
タ
ー

無
料】６

月
４
日（
月
）

】電
話

視
聴

覚
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
２
２
）５
２
１
９

Ｎ
Ｐ

О
法
人
ハ
ピ
ふ
る
ネ
ッ
ト

☎
０
７
０（
５
４
７
４
）４
６
８
３

※
申
し
込
み
者
多
数
の
場
合
は
、

市
内
在
住
者
を
優
先
し
ま
す
。た

だ
し
、女
性
は
そ
の
限
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

※
出
会
い
イ
ベ
ン
ト
は
、独
身
の

皆
さ
ん
に
出
会
い
の
場
を
提
供
す

る
も
の
で
あ
り
、個
別
に
交
際
、結

婚
相
手
を
紹
介
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

施
し
ま
す
。

企
画

部
市
民
協
働
課（
市
民
活
動
支
援

係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

※
申
し
込
み
の
際
は
、
事
前
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◉

７
月
８
日（
日
）　

○
自
分
磨
き
セ
ミ
ナ
ー「
ゆ
か
た

着
付
け
・
こ
の
夏
マ
イ
ゆ
か
た
で

夏
本
番
!!
」菊

地
み
や
子こ

氏（
山
野

流
）、五
十
嵐
敬け

い

子こ

氏（
山
野
流
）、

ヘ
ア
ア
レ
ン
ジ
指
導
／
ア
ン
美
容

室

午
前
10
時
〜
正
午（
受
け

付
け
＝
午
前
９
時
30
分
〜
）

○
出
会
い
イ
ベ
ン
ト
／
ア
ル
テ
ラ

ス
縁
日
交
流
会

正
午
＝
１
対
１
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
タ
イ
ム
／
午
後
０
時

45
分
＝
ラ
ン
チ
交
流
会
／
午
後
１

時
30
分
＝
フ
リ
ー
タ
イ
ム

ア
ル
テ
ラ
ス
お
お
あ

み
（
登
米
市
迫
町
佐
沼
字
大
網

３
９
０
―
15
）

男
女
各
10
人　

20
〜
30
歳
代
の
独
身
男

女（
セ
ミ
ナ
ー
参
加
必
須
）　

男
性
＝
４
千
円
／
女
性

＝
２
千
円

６
月
20
日（
水
）午
後

６
時
30
分

☎

▶

▶

▶

▶

☎ ☎ ☎ ☎
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行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を

目
指
し
、行
政
評
価
委
員
が
民
間
、

市
民
の
視
点
で
、市
が
29
年
度
に

実
施
し
た
事
業
を
公
開
で
評
価
し

ま
す
。

５
月
31
日（
木
）午
前
９
時

30
分
〜
午
後
4
時
30
分

迫
公
民
館（
２
階
軽
運
動

前
10
時
〜
正
午
／
中
田
町
内（
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

開
催
日
５
日
前
ま
で

◉❶
ワ
ー
ド

６
月
12
日（
火
）

❷
エ
ク
セ
ル６

月
19
日（
火
）

受
講
日
前
日
ま
で

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ーＮ

Ｐ

Ｏ
法
人
パ
ソ
コ
ン･

ネ
ッ
ト･

み

や
ぎ

☎
０
２
２
０（
２
１
）５
２
６
２

一
般
職
試
験（
高
卒
者

試
験
）６

月
18
日（
月
）午
前
９
時
〜

６
月
27
日（
水
）（
受
信
有
効
）

９
月
２
日（
日
）

※
申
込
方
法
や
受
験
資
格
な
ど
の

詳
し
い
内
容
は
、人
事
院
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、ま
た
は
電
話
で
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。人

事
院
東
北
事
務

局
第
二
課（
試
験
係
）

☎
０
２
２（
２
２
１
）２
０
２
２

http://w
w
w
.jinji.go.jp/

saiyo/saiyo.htm❶
平
成
30
年
４
月
１

日
現
在
で
、高
校
卒
業
後
３
年
を

経
過
し
て
い
な
い
人
お
よ
び
平
成

31
年
３
月
ま
で
に
高
校
卒
業
見
込

み
の
人
❷
人
事
院
が
❶
に
掲
げ
る

者
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め

る
人

６
月
18
日

（
月
）〜
６
月
27
日（
水
）

９
月
２
日（
日
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い

▼
国
家
公
務
員
試
験
採
用
情
報
Ｎ

Ａ
Ｖ
Ｉ

http://w
w
w
.jinji.go.jp/

saiyo/saiyo.htm

▼
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課（
試

験
研
修
係
）

☎
０
２
２（
２
６
３
）１
１
１
１

▼
人
事
院
東
北
事
務
局

☎
０
２
２（
２
２
１
）２
０
２
２

６
月
23
日（
土
）小
雨
決
行

大
崎
市
田
尻「
加
護
坊

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
」

約
１
５
０
人

１
０
０
円（
入
場
料

６
０
０
円
は
各
自
支
払
い
）

６
月
13
日（
水
）必
着

住
所
、氏
名
、性
別
、

電
話
番
号
、生
年
月
日
を
明
記
の

上
、フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た
は
携
帯

電
話
の
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い

事
務

局（
担
当
＝
永
浦
正ま

さ

義よ
し

）

☎
０
９
０（
９
５
３
２
）５
４
３
５

０
２
２
０（
５
８
）２
１
２
４

◉

６
月
24
日（
日
）午

☎ ☎ ☎ ☎ ☎

　

保
険
料
を
納
め
忘
れ
た
ま
ま
、

障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事

態
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎
年

金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年

金
保
険
料
納
付
が
困
難
な
場
合
に

は
、「
保
険
料
免
除
制
度
」や「
納
付

猶
予
制
度（
50
歳
未
満
）」が
あ
り

ま
す
の
で
、市
役
所
各
総
合
支
所

市
民
課
国
民
年
金
窓
口
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

本
年
度
の
免
除
な
ど
の
受
け
付

け
は
７
月
１
日
か
ら
開
始
し
、
平

成
30
年
７
月
分
か
ら
平
成
31
年
６

月
分
ま
で
の
期
間
を
対
象
と
し
て

審
査
し
ま
す
。

　

ま
た
、
申
請
が
さ
か
の
ぼ
れ
る

期
間
は
、
申
請
書
の
提
出
日
か
ら

２
年
１
カ
月
前
ま
で
に
な
り
ま

す
。
申
請
を
忘
れ
て
未
納
期
間
が

あ
る
場
合
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

】市
民
生
活
部
国
保

年
金
課（
年
金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

古
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
０

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
０
５
）１
１
６
５
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登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎

場
）　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
課

窓
口
に
配
置
す
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

】事
前
の
申
し
込
み
は

不
要
で
す
。な
お
、傍
聴
者
の
質
問

は
受
け
付
け
ま
せ
ん

市
で
は
、評
価
結
果

を
予
算
編
成
や
今
後
の
行
政
活
動

を
向
上
さ
せ
て
い
く
た
め
の
参
考

と
し
ま
す

企
画
部
企
画
政
策

課（
行
政
改
革
推
進
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
４
７

　

６
月
１
〜
10
日
は「
電
波
利
用

環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化
期
間
」

で
す
。
不
法
電
波
は
人
命
に
関
わ

る
重
要
無
線
通
信
を
妨
害
し
て
、

私
た
ち
の
生
活
を
脅
か
し
ま
す
。

電
波
の
混
信
・
妨
害
に
つ
い
て
は

相
談
窓
口
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

総
務
省
東

北
総
合
通
信
局

☎
０
２
２（
２
２
１
）０
６
４
１

６
月
12
日（
火
）❶
午
前
の

部
＝
午
前
10
時
〜
11
時
❷
午
後
の

部
＝
午
後
２
時
〜
３
時

迫
公
民
館（
２
階
軽
運
動

場
）

佐
沼
税
務
署（
管

理
運
営
担
当
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
５
０
２

㊏

◉

☎

㊐

◉

☎

㊐

◉

☎

㊎
㊏

◉

❶ ❷ ☎

㊏

◉

☎

㊐

◉

☎

㊏
㊐

◉

☎

下田中53番地8
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い
た
だ
き
ま
す
。

６
月
28
日（
木
）午
前
９
時

30
分
〜
正
午
、午
後
１
時
〜
３
時

30
分

市
役
所
南
方
庁
舎（
２
階

中
会
議
室
）

古
川

年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
０

６
月
26
日（
火
）❶
午
前
９

時
30
分
〜
❷
午
前
11
時
〜
❸
午
後

１
時
30
分
〜
❹
午
後
３
時
〜

【

県
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

登
米
地
域
事
務
所

※
職
業
の
あ
っ
せ
ん
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
。

▼
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー「
ゆ
い
」

☎
０
２
２
０（
２
１
）１
０
１
１

０
２
２
０（
２
１
）１
０
１
２

▼
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
課（
障

害
福
祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

０
２
２
０（
５
８
）２
３
７
５

６
月
22
日（
金
）午
後
１
時

15
分
〜
４
時
15
分

登

米
市
津
山
町
柳
津
字
黄
牛
宇
名

１
７
３
―
４
／
土
地
／
宅
地
／

１
３
３
・
36
平
方
㍍（
約
40
坪
）／

89
万
１
千
円５

月
17
日（
木
）〜
６

月
15
日（
金
）（
土
日
、祝
日
を
除

く
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
）の
期
間
、総
務
部
総
務
課
財
産

係（
迫
庁
舎
２
階
）で
交
付
し
ま

す

申
込
用
紙
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、ま
た
は
総
務
課
で
配

布
し
て
い
ま
す
。申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、次
の
書
類
を

添
付
し
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い

▼
個
人
＝
❶
住
民
票
❷
印
鑑
証
明

書
❸
本
籍
地
の
市
町
村
長
の
発
行

す
る
身
分
証
明
書
❹
身
分
証（
運

転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
の

写
し
）― 

各
１
通

▼
法
人
＝
❶
法
人
登
記
簿
謄
本
❷

代
表
者
の
印
鑑
証
明
書 

― 

各
１

通※
詳
細
は
電
話
な
ど
で
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

総
務

部
総
務
課（
財
産
係
）

〒
９
８
７
―
０
５
１
１
／
登
米
市
迫

町
佐
沼
字
中
江
２
―
６
―
１

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
１

　

平
成
31
年
３
月
の
新
規
中
学

校
、高
校
卒
業
予
定
者
を
対
象
と

す
る
求
人
申
し
込
み
が
、６
月
１

日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

新
た
な
人
材
確
保
に
向
け
て
、

早
期
に
採
用
計
画
を
立
て
、申
し

込
み
く
だ
さ
い
。ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
は

さ
ま（
学
卒
担
当
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）８
６
０
９

☎ ☎ ☎ ☎ ☎

　

法
務
局
、公
証
人
、司
法
書
士
、

土
地
家
屋
調
査
士
、税
理
士
に
よ

る
相
続
登
記・
相
続
税
相
談
会
お

よ
び
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

６
月
24
日（
日
）❶
講
演
会

＝
午
前
10
時
〜
11
時
40
分
❷
相
談

会
＝
正
午
〜
午
後
４
時

エ
ル
・
パ
ー
ク
仙
台（
仙

台
三
越
定
禅
寺
通
り
館
５
階
） 

相
続
手
続
き（
登
記
、遺

言
、税
金
な
ど
）に
関
す
る
相
談
お

よ
び
講
演
会

※
相
談
お
よ
び
講
演
会
は
無
料
で

事
前
予
約
制
で
す
。

電
話

仙
台

法
務
局
民
事
行
政
部
民
事
行
政
調

査
官
室

☎
０
２
２（
２
２
５
）５
７
２
０

　

年
金
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。相

談
は
完
全
電
話
予
約
制
。前
日
ま

で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
予
約
の
際
に「
相
談
者
氏
名
」

「
基
礎
年
金
番
号
」「
電
話
番
号
」

「
相
談
内
容
」な
ど
を
確
認
さ
せ
て

○工業統計調査は我が国の工業の実態を明らかにすることを目的とした統計法に基づく
　報告義務がある重要な統計です。
○調査結果は中小企業施策や地域振興などの基礎資料として利活用されます。
○調査時点は平成30年６月１日です。
○調査票へのご回答をお願いいたします。

工業統計キャラクター・コウちゃん
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◉

６
月
20
日（
水
）午
後
１
時

〜
４
時

登
米
保
健
所

◉

６
月
20
日（
水
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

登
米
保
健
所（
３
階
会
議

室
）

６
月
14
日（
木
）ま
で

に
、電
話
、フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た
は

電
子
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い

県
東

部
保
健
福
祉
事
務
所
登
米
地
域
事

務
所

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
８

０
２
２
０（
２
２
）９
２
４
２

死et-tm
thbbs@

pref.m
iyagi.

lg.jp

月
〜
金
曜
日（
祝
日

を
除
く
）午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時

☎
０
２
２
０（
２
２
）８
１
２
５

市
教
育
研

究
所

☎
０
２
２
０（
２
２
）８
０
２
９

　

Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク・
バ
イ

オ
レ
ン
ス
）や
離
婚
、虐
待
、セ
ク

ハ
ラ
、家
族
の
悩
み
ご
と
な
ど
、人

間
関
係
で
悩
む
女
性
の
た
め
の
面

接
相
談
お
よ
び
講
座
を
開
催
し
ま

す
。一
人
で
悩
ま
な
い
で
、お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。相
談
は
無

料
で
、秘
密
は
守
り
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。視

聴
覚
セ
ン
タ
ー

（
２
階
教
育
相
談
室
）

※
来
所
の
際
は
、直
接
２
階
教
育

相
談
室
に
入
室
く
だ
さ
い
。

面
接
相
談
、電
話
相

談
と
も
要
電
話
予
約

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

及
川
毅つ

よ
し（
弁
護
士
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
０
８

無
料（
要
電
話
予
約
）

産
業
経
済
部
商
業

観
光
課（
商
業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
３
４

　

学
業
、不
登
校
、い
じ
め
な
ど
、

子
ど
も
の
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
を
抱

え
て
い
ま
せ
ん
か
。経
験
豊
か
な

専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
、教
育

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守

し
ま
す
の
で
安
心
し
て
ご
相
談
く

だ
さ
い
。相
談
専
用
電
話
も
用
意

（平成30年４月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計（前月比）

迫 7,614 10,018 10,613 20,631 （▲1）

登米 1,808 2,340 2,542 4,882 （14）

東和 2,380 3,160 3,293 6,453 （▲19）

中田 5,089 7,665 8,017 15,682 （▲13）

豊里 2,148 3,301 3,356 6,657 （▲4）

米山 2,819 4,509 4,670 9,179 （▲28）

石越 1,587 2,447 2,480 4,927 （▲18）

南方 2,684 4,229 4,421 8,650 （▲1）

津山 1,175 1,597 1,746 3,343 （▲2）

合計 27,304 39,266 41,138 80,404 （▲72）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています。

安全で安心して暮らせる登米市の実現
　

～高齢者の事故防止～

　梅雨時は、スリップ事故や視界悪化による歩行者の見落
とし事故、追突事故の増加が予想されますので、運転する
際は、路面に見合った安全な速度で運転するとともに、雨
の日は停止距離も伸びるので車間距離を十分確保しましょ
う。

（平成30年４月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
H30 H29 増減数

人身事故
発生件数 53件 72件 ▲19件

死者数 0人 1人 ▲1人

負傷者数 67人 95人 ▲28人

物損事故
発生件数 608件 528件 80件

※平成30年１月からの延べ件数（前年同時期と比較）

市内放射線の測定結果

測定地点 測定結果 天気
消防署 0.05 晴れ
消防署北出張所（石越） 0.05 晴れ
消防署東出張所（東和） 0.04 晴れ
消防署津山出張所 0.05 晴れ
消防署南出張所（豊里） 0.04 晴れ
消防署西出張所（南方） 0.05 晴れ

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で

☎ ☎ ☎ ☎

☎
☎

㊋、 ㊍、
㊍

㊍、 ㊍、
㊍

広
報
と
め
５
月
号
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。お
わ
び
し
て
訂
正
い

た
し
ま
す
。▼
８
㌻【
植
樹
祭
の
植

林
場
所
】津
山
町
柳
津
字
大
土
地

内



（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
https://mail.cous.jp/tomecity/

編

集

後

記

▼
今
月
号
か
ら
本
格
的
に
編
集

作
業
に
携
わ
り
、認
定
こ
ど
も

園
と
防
災
の
記
事
を
担
当
し
ま

し
た
。感
じ
た
こ
と
は
、現
地
に

取
材
に
行
く
こ
と
の
大
切
さ
。

新
し
い「
出
会
い
」と「
気
付
き
」

が
あ
り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
、

現
地
に
足
を
運
ん
で
取
材
し
、

目
に
見
え
な
い
思
い
や
背
景
を

皆
さ
ん
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
。（
高
橋
）

▼
取
材
に
行
く
と
さ
ま
ざ
ま
な

人
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
す
。

取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
人
の

雰
囲
気
、性
格
や
考
え
方
な
ど

が
自
分
と
違
う
こ
と
が
と
て
も

新
鮮
で
、勉
強
に
な
り
ま
す
。ま

た
、そ
れ
を
分
か
り
や
す
く
正

確
に
伝
え
る
難
し
さ
を
痛
感
。

日
々
学
ぶ
姿
勢
を
持
っ
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。（
三
浦
）

▼
む
し
歯
の
な
い
子
の
撮
影
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。子
ど
も
た

ち
の
一
瞬
を
撮
り
逃
さ
な
い
よ

う
に
、夢
中
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

切
り
ま
し
た
。同
僚
か
ら
は
、撮

り
す
ぎ
る
と
選
ぶ
の
が
大
変
そ

う
と
言
わ
れ
ま
す
が
、た
く
さ

ん
撮
っ
た
写
真
か
ら
一
枚
を

選
ぶ
作
業
も
、楽
し
み
な
が
ら

や
っ
て
い
ま
す
。（
小
野
寺
）

　酒米作りを、本格的に始めたのは21歳のとき。
初めは父の酒米作りにあまり興味を持てなかっ
た。しかし、父が病気をしたことをきっかけに、跡
を継ぐことを決意した。「実際に土に触れ、作業を
続けていくうちに、改めて農業の楽しさを知りま
した。肥料の組み合わせなど、料理を作るみたいに
工夫できるところがたくさんあるんです」とにっ
こり。もともと凝り性の伸一さんは、すぐに農業に
のめり込んだ。
　酒米の販売も軌道に乗ったころ、東日本大震災
が発生。震災の影響で酒米の買い取りを断られる
状況が続いた。「米が100袋ほど余り、今後も売れ
る保証がどこにもなく廃業を考えていました」と
当時を振り返る。伸一さんの米が売れないのを聞

き、連絡をよこしたのが佐賀県佐賀市のNPO法
人「地球市民の会」。地球市民の会は、風評被害を
受けた米を買い取り、日本酒を生産販売した。「遠
く九州からの支援に驚きました。本当にありがた
かった。そんな矢先、2016年に熊本地震が起きた
んです。あの時の恩返しをしたいと思っていまし
たので」と被災地に日本酒約千本分の酒米を寄贈
した。「災害で失ったものもたくさんありますが、
新しいつながりもできました。遠く離れていても、
協力しながら酒米を作っていきたい」。
　支援者に助けられた縁から、被災者を助ける縁
へ。めぐり合わせでつながった支援は、お互いを支
え合う絆となった。喉に染み入る日本酒のように、
彼の「支縁」の輪はこれからも広がっていく。
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